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３
月

８
日
、
は
ま
な
す

会
館

に
お

い
て

『
国
際
女

性
デ

ー
タ
張
集
会

が
開
催

さ
れ
、　

４０
人

の
女
性
た
ち

が
参
加

し
ま
し
た
。

第

二

部

で

は

『
大

改

悪

！
介

護

保
険

・
高
齢
者

福
祉
』

を

テ
ー

マ
に
、

く

ま
が

い
桂

子
市
議

が
講
師

を
務

め
ま

し
た
。

た

く
さ

ん

の
資

料

の

ス

ラ
イ
ド

か
ら
概

要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆

　

　

　

　

◆

　

　

　

　

◆

●
制
度

の
改
悪

に
よ

る
医

療

か
ら

の
追

い
出

し
、
介

護

の
切

り
捨

て

（
低
所
得

者

は
介
護
難
民

へ
？
）

●
専
門

の

ヘ
ル
パ
ー
さ

ん

か
ら
ボ

ラ

ン
テ

イ
ア
に
よ

る
多
様
な
サ
ー
ビ

ス

ヘ

●
新
た
な
振

り
分
け

で
介

護
は
ず

し

※
今

ま

で
通

り

の
サ
ー

ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
人
は
…

●

日
常

生

活

に
支
障

が
生

じ
る
認
知
症

の
人
、
自

分

の
生
活
管

理
が

で
き
な

い

人
、
社
会

性
が
構
築

で
き

な

い
人
、

退
院
直
後

で
集

中
的

に
支
援
が
必
要
な
人

（
田
村

厚
労
大

臣
）

●
ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ

ス

●
施
設

の
費

用
軽
減
制
度

の
縮
小

に
よ

り
、

２
倍

以

上

の
負

担

【
特
養

で
は

７

割

、
老
健

で

５
割

の
人
が

こ
の
制
度
を
利
用
中
】

●
介
護
報
酬

の
引
き
下
げ

●
年
金

収

入

２
８
０
万
円

以
上

の
世
帯
は
２
害‐‐
負
担

●
特
養

へ
の
入
所

は
要
介

護

３
以
上

に
限
定

達
成

の
場
合

は

↑

１
百

↓

●
都
道
府

県
主
導

で
病
床

の
再
編

・
削
減

を
推
進
す

る
仕
組

み
が

つ
く
ら
れ
、

病

院
が
従
わ
な

い
場
合

、

医
療
機
関
名

の
公
表
、
各

種
補

助
金

や
融
資

対
象

か

ら

の
除
外
な

ど
制
裁
措
置

●
要
支
援

は
保
険

は
ず
し

●
当
事
者

の
運
動

。
広
が

る
協

同

（
生
保

。
年
金

・

最
低
賃
金

。
介
護

。
医
療
）

●
自
治
体

へ
の
基
本
要
求

①

現
在

の
要
支
援

サ
ー
ビ

ス
を
継
続
す
る

こ
と

②

利
用
者

の
サ

ー

ビ

ス
選

択
権

を
保
障
す

る

こ
と

③

利

用
者

の
負
担

を
現
行

よ
り
軽
減
す
る

こ
と

④

要
介

護

認
定

の
申
請
権

を
侵
害

し
な

い
こ
と

⑤

サ
ー

ビ

ス
に
見
合

っ
た

単
価
を
保
障
す

る

こ
と

⑥

必
要
な
総
事

業
費

を
確

保
す
る

こ
と

⑦

「
多

様
な

主
体

に
よ

る

多
様
な
サ
ー
ビ

ス
」
「
地
域

で

の
支

え
合

い
」

は
自

治

体

が
責
任
を
持

ち
、
住

民

参
加

を
得

て
整

備
す

る

こ

と
。

住

民
主
体

活
動
を
サ

ー

ビ

ス
削
減

の
手
段
と

し

な

い
こ
と
。

★
国
民
運
動

を
起

こ
し
、

社
会

保
障

を
充
実
さ

せ

て

い
き
ま
し
よ
う
。

木
村

け
ん

じ
選
対
事

所

開
き
行
わ
れ
る

き が せ の 元 の 開 さ 予 山

を 集 て 市 の 6設 ん 定 町

皇:層辱妻最重I[8黒驚§:
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Ｈ２９ま
で
に
『高
齢
者
保
健
福
祉
守
介
饉
保
険

医療
から
の追
い出し
・介饉
の切り捨
て＝策
定
」円鼎餞
（自時面ロカ、い椰

貧
困
に
命
が
奪
わ
れ
る

●

日
本

は
子
育

て
に
掛

け
る
お
金

は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

２５
カ
国
中

２２
位

で
、
平

均
額

の
三
分

の

一
、

フ

ラ

ン
ス
の
三
分

の

一
。

「命と健康を守る制度」から『介護̀医療抑制』べ
国際女性データ張集会

■社会保障とその財源は

●社会(国や自治体)は“誰に何を"保障する?
。「しあわせ」(≠幸福感)「人間らしい生活」(困つたときだけでない)

.憲法にも明記 13条 25条99条 (憲法は権力者が守るもの一立憲主義)

・国はそのために“財源を集める義務がある"

●日本国憲法 【立憲主義:憲法は権力を縛るもの】
第 13条 「①すべて国民は、個人として尊重される。生命、自

由及び、幸福 追求に対する国民の権利については、公共の

福祉に反しない限り、立法その他 国政の上で最大の尊重を

必要とする」
・第 25条 「①すべて国民は健康で文化的な最低限度の生活

を営む権利を有する。②国は、すべての生活部面について、

社会福祉、社会保障 及び公衆衛生の向上及び増進に努め

なければならない」

第 99条 「天皇又は摂政及び国務大 臣、国会議 員、裁判官

その他公務 員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負う。」

重要ЪL芳梨鰈 覧査早繁謂諦鯛幌嘴]は

●世界人権宣言 (日本は1979年に批准 )

批准した国～条約の内容に従い必要であれば新しい法律や制度を

整備する義務を負い、また、その条約は国内法と同等の効力を持つ…

。「すべて人間は、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と権利とについて平等である」
・「すべて人は衣食住、医療及び必要な社会施設等により、自己及び家族の健康及
び福祉に十分な生活水準を保持する権利並びに失業、疾病、身体障害、配偶者の
死亡、老齢、その他不可抗力による生活不能の場合は、保障を受ける権利がある」

t´ ス′ぶ 人′赤 旗    私 た ら が これ ま で 支 払 つて き た 26年 間 の

消費税のうち、86%力 くこ太
`≧

Jttσ)潟閣悦に 消えまに́た :

消 費 税 収 と 法 人 3税 の 減 収 額 の 推 移

~~~ヨ
唇η 祝 ま 70町 後 名 さ の 候 に
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日本共産党演説会～ どなたでも参加できます。

と き 3月 22日 (日 )午後 2時

ところ 奈井江町公民館 (奈 井江町奈井江 152)

。弁士 木村 けん じ 日本共産党空知道政対策委員長

・弁士 黒澤  幸一 明るい革新道政 をつ くる会代表

世話人

共 産 党・ くま が い桂 子 事 務 所 開 き

と き 3月 15日 (日 )午前 10時
ところ 市委員会事務所 (千 代田 2・ Te152・ 3097)

◎友人・ 知人 をお誘 いの上お気軽 に ご参加 く

だ さい。激励 の こ とば大歓迎です。

く ず さんの

日
本
鉱
夫
同
盟

（
坑
夫
同
盟
）
の
結
成
と
南
助
松

坂
本
直
寛
ら

の
呼
び
か
け

に
よ
る

「
日
本
鉱
夫
同
盟
」

（
坑
夫
同
盟
）

の
結
成

は
、
そ
う
は
簡
単

に
す
す

み
ま
せ
ん

で
し
た
。
　
当
時
、
坑
夫
を
束
ね

て

い
た

の
が
主

に

「
友
子
」

で
あ

っ
た
た
め
、
坑
夫

の
組
織
化
も
友
子
に
た
よ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

当
初

「
南
助
松
」
は
夕
張
鉱

の
代
表
で
参
加
す

る
予
定

で

し
た
が
、
彼
が
友
子
で
な

い
と
し
て
代
表
参
加
を
拒
否
さ
れ

る
の
で
す
。

し
か
し
助
松

の
力
量
を
高
く
か

っ
て
い
た
友
子

親
分

の
鈴
木
助
吉

は
、
自
分

の
名
代
と
し
て
発
会
式

に
参
加

さ
せ
ま
す
。

会
場
使
用
を
拒
否
す
る
妨
害

発
会
式

の
会
場
は
札
幌
豊
平
館
と
し
ま
し
た
。
当
時

は
、
北

一
条

の
旧
市
民
会
館

の
場
所
に
建
設
さ
れ

て
い
ま
し
た

（
そ

の
後
、
中
島

公
園

の
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま

す
）
。

し
か
し
、
土
壇
場

に
な

っ
て
道
庁

（
長
官

・
園

田
安
賢
）

の
反
対

で
会
場
使

用
が
許
可
さ
れ
ず
、
発
会
式

は
解
散
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
せ

っ
か
く
盛

り
上
が

っ
た
機

運
は
、
時
期
を
失

っ
て
結
成

は
失
敗

に
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
後
六
月
頃
に
な

っ
て
、
南

の
父
親

「
助
太
郎
」
と
同
郷

（
石
川
県
）
で
親

し

い
仲

で
あ

っ
た
園

田
は
、
「
助
太

の
ア

ン
カ

マ

（
息

子
）

か
」
と
、
坑
夫
同
盟

で
な

く
共
済
的
な
も

の
な
ら
道
庁
も
許
可
す

る
と
な
り
ま
し
た
。

「
帝
国
鉱
夫
協
済
会
」
と
し
て
発
足
す
る
が

・
・
・

南

は
、
「
組
織
を

つ
く
る

こ
と
が
先
決
」
と
決
意

し
、
「
帝
国
鉱
夫
協
済
会
」
と
し

て
発
足
、
四
五
〇
〇
名
を
組
織

し
ま
す
。
１
８
９
９
年

（
明
治

３２
年
）
６
月

の
頃

で

す
。し

か
し

こ
の
組
織

は
、
も
と
も
と
は
友

子

の
親
分
中
心
で
あ

っ
て
、
そ

の
運
営
も

友

子
制
度

の
持

つ
相
互
扶
助
的
な
も

の
と
重
複

し
、
ま
た
財
政
問
題

の
破
た
ん
も
あ

り
自
然
消
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。

し
か
し

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
南
助
松
と

「
北
門
新
報
」
主
筆

の
伊
東

正
三
や
坂
本

直
寛

ら
と

の
接
触
が
始
ま
り
、
後

の
労
働
至
誠
会
結
成

に

つ
な
が

っ
て

い

っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
　

【
記
事
訂
正
】
前
号
歴
史
散
歩
（
）
で
本
国
寺

は
本
源
寺
と
訂
正
。
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畠
山

和
也

「
国
会
か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

平
日
は
東
京
、
週
末
は
道
内
各
地
の
演
説
会
と
か
け
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。
い

っ

せ
い
地
方
選
挙
ま

で

一
カ
月
。

で
き
る
限
り
私
も
全
道

の
応
援

へ
駆
け

つ
け
た

い
。予

定
候
補
も
本
当
に
多
士
済

々
。
ベ
テ
ラ
ン
現
職
も

い
れ
ば
、
は

つ
ら

つ
と
し

た

二
十
代

の
新
人
も
。
札
幌
市
長
候
補
と
な
る
春
木
ち
え
さ
ん
に
、
道
議
候
補

の

半
分
、
札
幌
市
議
候
補

の
三
分

の
二
が
女
性
と

い
う

の
も
、
こ
れ
ま

で
な
か

っ
た

こ
と

で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
業
者
な
ど
専
門
分
野

で
即

戦
力
と
な
れ
る
方
も
多
く
、
全
員
が

当
選
し
た
ら
間
違

い
な
く
政
治
は
変
わ
る

！

と

ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。

先
日
、
あ
る
野
党
議
員
か
ら

「
も
う
共
産
党
は
小
さ

い
党
じ

ゃ
な

い
ん
だ
か
ら
」

と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
い
い
こ
と
言

っ
て
る
け
ど
小
さ

い
も

ん
ね
」
と
言

わ
れ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
国
会

で
の
日
本
共
産
党

の
存
在
感

は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
増
し

て
大
き

い
。
舞
台
が
地
方
政
治

で
も
、
き

っ
と
同
じ

こ
と
が
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
間
、
国
会
周
辺
で
は
波
状
的
に
集
会
や
デ

モ
が
お

こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
平
和
を
守
れ
」
「
再
稼
働
反
対
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
撤
退
」
な
ど
、
そ
の
声
は
議
員
会
館

の
中
に
も
本
当
に
よ
く
聞

こ
え

て
き
ま
す
。
運
動
と
論
戦
が
重
な

っ
て
い
る

こ
と

を
実
感
す
る
瞬
間

で
す
。
そ
う
、
政
治
を
動
か
す

の
は
や

っ
ぱ

り
国
民
の
声

！
だ

と
、
国
会

へ
来

て
肌
身

で
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　
一
人

一
人

の
声
は
、
決

し
て
小
さ
く
は
な

い
の
で
す
。

各
地

の
演
説
会

で
は
、
総
選
挙

の
躍
進
を
力

に
今
度
は
地
方
選
勝
利
を

！
と

の

熱
気
が
あ

ふ
れ

て
い
ま
す
。
政
治

の
春
を
呼
び

込
む
た
め
に
、
私
も
力
を
尽
く
し

ま
す
。

小
さ
く
な
い
共
産
党
と
国
民
の
声

“

ⅢL

島

ユ
　
わ
七
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